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１．新教科「情報」の概要

　１９９９年３月２９日に，文部科学省は学校教育法施行規則の一部改正と高等学校学習指導要領の改訂

を行った。
∏

 新しい教育課程は，２００３年度から年次進行により段階的に実施されていて，本２００５年

度が完成年度となる。

　この新しい高等学校学習指導要領により，「情報科」が新設された。情報科は，従来の国語科，

数学科などと同様に，一つの「教科」となる。他の教科に複数の科目があるように，情報科にも複

数の科目がある。

　普通教育における情報科の科目には，

　　情報Ａ

　　情報Ｂ

　　情報Ｃ

の３つがある。
π

 これら普通教科「情報」の３科目のうちから，必修科目として，高等学校の３年間

に，１科目以上を履修することになっている。いずれの科目も，標準単位数は２単位である。（なお，

高等学校における１単位は，週５０分の授業を年間３５週行うことを標準としている。）

　一方，教科「商業」「工業」などと同等の専門教育における情報科の科目には，

　　情報産業と社会

　　課題研究

― 61 ―

〈研究ノート〉

高等学校における新教科「情報」の現状

国　分　道　雄

The present condition of the new subject “Information” in Japanese high schools

Michio KOKUBUN

 

Key words:　Education of Information, Japanese High School, Courses of Study 2003, New Subject

執筆者の所属：政治経済学部・コミュニティ政策学科 論文受理日２００５年１１月２１日



　　情報実習

　　情報と表現

　　アルゴリズム

　　情報システムの開発

　　ネットワークシステム

　　モデル化とシミュレーション

　　コンピュータデザイン

　　図形と画像の処理

　　マルチメディア表現

の１１の科目がある。
∫

 これらの専門教科は，主に工業高校や総合高校で設置されることが想定され

ていて，普通高校（高等学校普通科）では普通教科「情報Ａ～Ｃ」のみを設置している場合が多い。

２．普通教科「情報」新設のねらい

　指導要領の解説では，普通教科「情報」の目標を

　　情報活用の実践力

　　情報の科学的な理解

　　情報社会に参画する態度

の３つの観点にまとめている。
ª

　「情報活用の実践力」とは，課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要

な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達でき

る能力とされている。「情報の科学的な理解」とは，情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，

情報を適切に扱い，自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解とされてい

る。「情報社会に参画する態度」とは，社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼし

ている影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の

創造に参画しようとする態度とされている。

　そして，指導要領の解説では「情報≠コンピュータ」という方針が強調されている。例えば，「情

報活用の実践力」とは，単にコンピュータや情報通信ネットワークが使えることではないとされて，

コンピュータや情報通信ネットワーク以外にも情報手段があり，色々な情報手段の中から適切な情

報手段を選ぶことや場合によってはコンピュータを使わない方が適切であることも指摘されている。

「情報の科学的な理解」としても，単にコンピュータや情報通信ネットワークの仕組みを理解するこ

とではなく，もっと広い意味での情報の基礎的な理論などを学ぶべきであると指摘している。すな

わち，現在のねらいとしては「情報教育とは，単にコンピュータ教育を行うわけではない」とされ
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ていると言えよう。

　しかし当初は，１９８５年６月の臨教審
º

 で，社会の情報化を真に人々の生活の向上に役立てる上で，

人々が主体的な選択により情報を使いこなす力を身につけることが今後への重要な課題であるとし

て，学校教育における情報化への対応の必要性が答申されている。ここでの「情報化」とは，主に

「コンピュータ化」のことであった。直後の１９８５年８月には「情報化社会に対応する初等中等教育

の在り方に関する調査研究協力者会議」
Ω

 により，情報化の進展と学校教育の在り方，学校教育に

おけるコンピュータ利用等の基本的考え方，小学校，中学校及び高等学校の各段階におけるコン

ピュータを利用した学習指導の在り方についての提言が行われている。ここでも「情報化」とは

「コンピュータ利用」であった。１９８７年１２月の教育課程審議会
æ

 では，社会の情報化に対応できるた

め情報の理解・選択・整理・処理・創造などに必要な能力及びコンピュータ等の情報手段を活用す

る能力と態度を育成することを提言している。そして，１９８９年３月に改訂された旧「学習指導要

領」
ø

 では，小学校においてコンピュータに慣れ親しませることや，高校普通教育において数学科・

理科・家庭科等でコンピュータに関する内容を取り入れることが定められるなど，情報教育につい

てはコンピュータ等に関することを中心として規定されていた。

　したがって，情報教育が意識され始めた当初と現在では，情報教育におけるコンピュータの位置

付けが大きく異なっていると言えよう。当初は，１９８０年代の「コンピュータの発達」により，「次

世代の子供達はコンピュータを使えるように」という意識から，「情報（＝コンピュータ）」を教え

る教科を設置する動きが大きくなっていった。しかし，それが「情報科」として新設することが定

められ，学習指導要領を整備していく中で，「情報の授業とは，コンピュータの授業というわけでは

ない」という意見が出されていき，指導要領の解説でも「情報教育≠コンピュータ教育」というこ

とが強調されるようになる。とはいえ，指導要領の中にも，当初の「情報教育＝コンピュータ教育」

であった頃の意識も根強く残っているため，混乱を招く面もある。

３．普通教科「情報Ａ，Ｂ，Ｃ」の特徴

　普通教科の「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」は，どの科目を履修しても「情報活用の実践力」「情

報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」の３つの観点を習得するように定められている。

　３科目のそれぞれの特徴としては，３つの観点の中で重視する観点の違いとされている。

　「情報Ａ」は，「情報活用の実践力」を重視している。コンピュータや情報通信ネットワークなど

の活用を通して，情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識と技能を習得させるとと

もに，情報を主体的に活用しようとする態度を育てることを目標にしている。内容は，

　　∏　情報を活用するための工夫と情報機器

　　π　情報の収集・発信と情報機器の活用
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　　∫　情報の統合的な処理とコンピュータの活用

　　ª　情報機器の発達と生活の変化

である。コンピュータの使用にあまり慣れていない生徒の履修が想定されている。

　「情報Ｂ」は，「情報の科学的な理解」を重視している。コンピュータにおける情報の表し方や処

理の仕組み，情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させ，問題解決においてコンピュータ

を効果的に活用するための科学的な考え方や方法を習得させることを目標にしている。内容は，

　　∏　問題解決とコンピュータの活用

　　π　コンピュータの仕組みと働き

　　∫　問題のモデル化とコンピュータを活用した解決

　　ª　情報社会を支える情報技術

である。コンピュータの得意な生徒の履修が想定されている。

　「情報Ｃ」は，「情報社会に参画する態度」を重視している。情報のディジタル化や情報通信ネッ

トワークの特性を理解させ，表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用

する能力を養うとともに，情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解させ，情報社会に参加する上で

の望ましい態度を育てることを目標にしている。内容は，

　　∏　情報のディジタル化

　　π　情報通信ネットワークとコミュニケーション

　　∫　情報の収集・発信と個人の責任

　　ª　情報化の進展と社会への影響

である。情報社会やコミュニケーションに関心を持つ生徒の履修が想定されている。

　また，総授業時数のうち，実習時間にあてる割合について，「情報Ａ」では２分の１以上，「情報

Ｂ」および「情報Ｃ」では３分の１以上を配当することが原則となっている。

　「情報Ａ」を履修する場合，授業の半分以上で行う実習により「情報活用の実践力」を身につけ

ることを通して，帰納法的に「情報の科学的な理解」を育成し，体験的に「情報社会に参画する態

度」を養う。「情報Ｂ」や「情報Ｃ」も同様に，「情報の科学的な理解」や「情報社会に参画する態

度」の観点をメインとしながら，他の２つの観点も身につけていく。

　したがって，「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」の３科目は，アプローチや性格の違いはあるが，ど

の科目を履修しても身につける内容の大部分は共通するように定められている。

４．「情報科」教科書の発行状況

　２００３年度の新指導要領開始を前に，初めての「情報科」教科書が，各出版社から出された。

　普通教科「情報」の教科書として，２００２年の教科書検定では，１３社から３１点の教科書が発行され
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た。
¿

 内訳は，

　　情報Ａ　　１３点

　　情報Ｂ　　９点

　　情報Ｃ　　９点

である。１３社の全てから「情報Ａ」の教科書が発行された。３科目とも発行したのが８社，「情報Ａ」

と「情報Ｂ」の２科目が１社，「情報Ａ」と「情報Ｃ」の２科目が１社，「情報Ａ」の教科書のみ発

行したのが３社であった。

　２年後の２００４年の検定で，８社から２１点の改訂版が発行された。
¡

 旧版と改訂版の両方を発行する

出版社と，改訂版のみを発行する出版社があり，２００５年度からは，

　　情報Ａ　　１３社から１６点

　　情報Ｂ　　８社から１０点

　　情報Ｃ　　９社から１２点

が使用できるようになっている。２００２年検定と同様に，１３社全てから「情報Ａ」の教科書が発行さ

れている。３科目とも発行しているのが８社，「情報Ａ」と「情報Ｃ」の２科目が１社，「情報Ａ」

の教科書のみ発行しているのが４社である。

　全体として，「情報Ａ」教科書の点数が多いのがわかる。「情報Ｂ」と「情報Ｃ」では，２００２年度

検定での点数は同じだったが，２００４年度検定では「情報Ｃ」がやや多くなってきている。

　一方，専門教科「情報」のものは１１科目のうち，１社から，

　　情報産業と社会

　　情報と表現

　　情報システムの開発

　　ネットワークシステム

　　モデル化とシミュレーション

　　コンピュータデザイン

の６科目が出ているだけである。
¬

５．高等学校での「情報Ａ，Ｂ，Ｃ」実施状況

　高等学校での新学習指導要領は，２００３年度入学生から年次進行により実施されている。普通教科

「情報」は２００３年度入学生から必修になっているが，３年次に配置している高校では，２００３年度入学

生が高校３年生になる２００５年度に開始することになる。また，「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」のい

ずれも２単位科目であるが，週２時間で１年間の履修を行う高校もあれば，週１時間で２年間の履

修を行う高校もある。

聖学院大学論叢　第１８巻　第２号
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　各高等学校での「情報」科目の実施状況について，２００３年に河合塾がアンケート調査を行ってい

る。
√

 全国の高等学校２４７２校に７月中旬にアンケートを送付し，同年９月１日までに回答があった

５８９校について集計している。有効回答率は２３.８%とあまり高くないが，大きな傾向を見ることはで

きる。（表１）合計が１００%以上になるのは，「高１で情報Ａ，高２で情報Ｂ」などのように複数回

答の高校があるためである。

　２００５年にも河合塾が同様のアンケート調査を行っている。
ƒ

 全国の高等学校２４７７校に２月中旬に

アンケートを送付し，同年６月１日までに回答があった７１６校について集計している。有効回答率

は２８.９%である。（表２）
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割合校

５８.６%３４５高１で情報Ａ

７.１%４２高１で情報Ｂ

６.３%３７高１で情報Ｃ

２２.１%１３０高２で情報Ａ

７.１%４２高２で情報Ｂ

５.４%３２高２で情報Ｃ

１０.２%６０高３で情報Ａ

７.５%４４高３で情報Ｂ

９.０%５３高３で情報Ｃ

２.０%１２なし・その他

表１ 河合塾によるアンケート結果（２００３/９ /１）

割合

６２.０%高１で情報Ａ

７.５%高１で情報Ｂ

７.８%高１で情報Ｃ

０.１%高１その他

３０.０%高２で情報Ａ

７.８%高２で情報Ｂ

６.８%高２で情報Ｃ

０.４%高２その他

７.８%高３で情報Ａ

２.８%高３で情報Ｂ

６.３%高３で情報Ｃ

０.７%高３その他

表２ 河合塾によるアンケート結果（２００５/６ /１）



　いずれのアンケート結果からも，「高１で情報Ａ」が最も多く，次に「高２で情報Ａ」が多いこ

とが分かる。３位以下は，回答率が低いため，有意な差は論じられない。

　さらに，河合塾の２００５年調査では，国公立大学への合格者数でグループに分けた上での集計も

行っている。（表３）このグループ分けが，必ずしも高校の性格を表しているとは言えないが，こ

の集計では，グループ１になると「情報Ａ」が減り，「情報Ｂ」と「情報Ｃ」が増加する傾向を示

している。

　２００３年末には，CG-ARTS協会も教科「情報」実施状況のアンケート調査を行っている。
≈

 実施期

間は同年１１月１３日～１２月１６日で，５５００校を対象にして６９６校の有効回答があった。この調査による

と２００３年度時点で「情報」の授業を実施している高校，すなわち，高校１年に「情報」を設置して

いる高校は，６４.１%であった。

　実施している科目についても調査された。（表４）この調査も，有効回答率は１２.７%と非常に低い

が，「情報Ａ」を実施している高校が最も多いことはわかる。

　この調査では，高１で「情報」を実施している６４.１%の高校のうち，８４.８%が「情報Ａ」を行っ

ている結果が得られているため，

　　６４.１%×８４.８%＝約５４.４%

の高校が「高１で情報Ａ」を行っているという結果になる。これは，河合塾２００３年調査の５８.６%に

近い値になっている。

　このように，複数の調査で「情報Ａ」を選択している高等学校が多いという結果が出ている。「情

報Ａ」がコンピュータに不慣れな生徒の履修を想定した科目のため，生徒のコンピュータスキルを

低いものと考えている高等学校が多いことの表れでもある。「情報Ａ」は簡単な科目で「情報Ｂ」

聖学院大学論叢　第１８巻　第２号

― 67 ―

表３ 河合塾によるアンケート結果 グループ別（２００５/６ /１）

情報Ｃ情報Ｂ情報Ａ

２３.５%２３.７%５２.８%グループ１ 国公立大学に約２００名以上合格（１２７校）

１５.４%１７.３%６７.３%グループ２ 国公立大学に約１００名以上合格（１６２校）

１３.７%１０.８%７４.０%グループ３ 国公立大学に約 　３０名以上合格（２０４校）

１４.６%１０.０%７４.５%グループ４ 国公立大学に約 　１０名以上合格（２８２校）

１１.０% ９.０%８０.０%グループ５ 国公立大学に約 　１０名未満合格（３８３校）

割合

８４.８%情報Ａ　　　

６.１%情報Ｂ　　　

１２.８%情報Ｃ　　　

表４ CG-ARTS協会によるアンケート結果（２００３/１２/１６）



「情報Ｃ」は難しい科目というイメージもあり，まずコンピュータ操作を身につけさせる必要が意識

されていることがうかがえる。学校によっては，「高１で『情報Ａ』を全員必修で履修させたあと，

高２や高３で『情報Ｂ』『情報Ｃ』を選択科目として配置する」というところもある。
∆

 これも，こ

の意識の表れといえよう。また，「情報科」を担当する教員のスキル不足のため，「情報Ａ」を行っ

ているという場合もある。

　しかし，開始から２年経って，従来は「情報Ａ」を設置していた高等学校が「情報Ｂ」や「情報

Ｃ」へ変更するという動きも見られる。
«

 今後は，さらに中学校までにコンピュータの操作を身につ

けてくる生徒が増えていくため，「情報Ａ」の減少と「情報Ｂ」「情報Ｃ」の増加という傾向を示す

ことが考えられる。

６．聖学院高等学校での実践

　聖学院高等学校では，高校３年「総合学習」の一つとして，２００１年から「情報」の授業を行って

いた。
»

 これにより，新教科「情報」開始前から，実際の授業内容について，準備・研究を行うこと

ができた。

　２００３年の新教育課程開始初年度から，高校１年で「情報Ｃ」を全員必修で履修させている。週１

時間の授業と長期休暇中（夏休み・冬休み・春休み）の集中講義により，１年次で２単位分の履修

を完了させる。

　開始前には「情報Ａ」の履修も検討したが，「情報社会に参画する態度」を重視する「情報Ｃ」

を選択した。それは，コンピュータや携帯電話の普及に伴い，インターネット関連のトラブルやハ

イテク犯罪が増えている現代では，「情報社会に参画する態度」の重要性が増していると判断したか

らである。すなわち，社会の中で情報の果たしている役割や影響を理解することが重要であり，情

報モラルの必要性や情報に対する責任について考えられるようになることが大切である。そして，

この「情報社会に参画する態度」を育成する中で，必要な「情報活用の実践力」や「情報の科学的

理解」を身に付けさせていくという方針で指導を行っている。

　１年間で指導する内容は，

・暮らしの中の情報

・情報発達の歴史

・アナログとディジタル

・情報の量

・ディジタル化の利点と問題点

・個人情報の漏洩と保護

・著作権の侵害
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・ハイテク犯罪

・情報社会における情報操作

・現実性の喪失と情報依存

・画像のディジタル化

・音声のディジタル化

・社会で利用されている情報システム

・コンピュータネットワークを支える技術

・情報の共有とセキュリティ

・情報発信のマナー（モラル）

・分かりやすく伝える方法

・プレゼンテーション

である。

　さらに高校３年では，２００３年度入学生から，選択科目として「情報演習」が新設された。週２時

間，２単位の授業で，専門教科の一つである「情報と表現」をベースにした内容を行っている。

７．高等学校入学生の情報機器使用状況

　２００５年４月に，聖学院高等学校１年生（１６８名）を対象として，コンピュータおよび携帯電話の

使用状況アンケート調査を行った。回収数は１４７で，有効回答率は８７.５%である。

　まず，パソコンと携帯電話の所有率の結果を表５に示す。

　「あなたは自宅で，パソコンを使用していますか。」の設問に対して，「家族共用のパソコンを使用」

が８６名で５８.５%，「自分専用のパソコンを所有」が３０名で２０.４%と，合わせて８割近くが自宅でパソ

コンを使用していることがわかった。

　「家にパソコンは無い」は回答者の中で４名で２.７%であった。仮に，無回答の２１名全員が「家に

パソコンは無い」であったとしても，（４+２１）÷１６８=１４.８%であり，家にパソコンが無い生徒は最大
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表５　パソコンおよび携帯電話の所有率

計その他持っていない持っているパソコン＼携帯電話

５８.５%８６１.４%２１２.２%１８４４.９%６６家族共用のパソコンを使用

２０.４%３００.０%０４.８%７１５.６%２３自分専用のパソコンを所有

１７.０%２５０.０%０３.４%５１３.６%２０親等の PCがあるがあまり使用しない

２.７%４０.０%００.０%０２.７%４家にパソコンは無い

１.４%２０.０%００.０%０１.４%２その他

１００.０%１４７１.４%２２０.４%３０７８.２%１１５計



でも１５%未満であることになる。９割前後の家庭でパソコンを所有していると言ってよい。

　「あなたは携帯電話か PHSを持っていますか。」の設問に対しては，「持っている」が１１５名で７８.２%

と，これも８割近くが所有していることがわかった。

　パソコンと携帯電話の所有状況を合わせて集計すると，「家にパソコンが無く」「携帯電話も持っ

ていない」という者は０名であり，「ＰＣがあるがあまり使用せず」「携帯電話も持っていない」と

いう者も５名で３.４%しかいない。９割以上の生徒がパソコンか携帯電話を利用している様子がう

かがえる。

　次に，パソコンでのアプリケーションソフト利用状況を尋ねた。「パソコンで，ワープロソフトを

使用することがありますか。」の設問に対しては，「使用しない」が９０名で６１.２％になった。使用す

ることがあるのは，逆に４割弱である。（表６）

　「パソコンで，表計算ソフトを使用することがありますか。」の設問に対しては，「使用しない」

が１１６名で７８.９％になった。使用することがあるのは，さらに減って２割程度である。（表７）なお，

表計算ソフトを使用する３１名のうち，ワープロソフトを使用しないのは１名だけであった。他の３０

名はワープロソフトも使用している。ワープロソフトを利用してから，その半分くらいが表計算ソ

フトも利用するということになる。

　これにより，聖学院高校入学生のうち，８割が自宅でパソコンを使用するが，ワープロソフトを使

用するのはその半分の４割であり，さらにその半分の２割は表計算ソフトも利用しているという実

態がわかった。アンケート項目にはなかったが，直接聞いてみると，ワープロソフトを使用してい

ない場合は，インターネットのWebページ閲覧やゲームに使用している生徒が多かった。

　また，携帯電話についても主な使用内容を尋ねた。「携帯電話 /PHSを持っている場合は，主にど

のような事に使用していますか。」の設問に対して，「主としてメールに使用する者」が６５名で携帯
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表６　ワープロソフトの使用率

６１.２%９０使用しない

３８.８%５７

４５Microsoft Word

使用する

７一太郎

２Wordと一太郎

１OpenOfficeWriter

２その他

表７　表計算ソフトの使用率

７８.９%１１６使用しない

２１.１%３１
３０Excel

使用する
１OpenOfficeCalc



電話所有者の５６.５%となり，「主として通話に使用する者」４４名の３８.３%を上回っている。（表８）

友達同士でのメール交換が盛んである様子がわかり，メールのマナーなど，情報社会での態度を育

成する必要が高まっている。

８．ま　と　め

　２００３年度より高等学校で始まった教科「情報」の状況について報告を行った。新設された「情報

科」には，普通教科「情報」と専門教科「情報」がある。

　必修科目として，普通教科「情報」の「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」のうちから１科目以上を履

修しなければならない。３科目とも「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画

する態度」の３つの観点から指導を行う。学習指導要領では「情報の授業は，コンピュータの授業

ではない」という方針が強調されている。

　教科書の発行点数は，「情報活用の実践力」を重視した「情報Ａ」が一番多いが，２年経って「情

報Ｃ」がやや増えてきている。

　全国の高等学校での実施状況も「高１で情報Ａ」を履修させているところが最も多い。だが，国

公立大学への合格者数が多い高校ほど「情報Ｂ」「情報Ｃ」の実施率が高い。開始から２年経って，

「情報Ａ」から「情報Ｂ」「情報Ｃ」へ変更する高校も増えている。

　聖学院高等学校では，当初より「情報社会に参画する態度」を重視した「情報Ｃ」を高校１年で

履修させている。高校入学時の調査では，パソコンの使用率は８割だが，ワープロソフトを使用す

るのはその半分である。一方，携帯電話の所有率も８割で，多くの生徒が携帯電話のメールを使用

している。「情報社会に参画する態度」を身につけさせることが重要である。
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表８　携帯電話の使用内容

５６.５%６５メール

３８.３%４４通話

１.７%２カメラ

０.９%１目覚まし

０.９%１殆ど使用しない

１.７%２無回答
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